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チ 南東9キ ロ （43．583DS，172．701
’

E） を 震源 と す るM6 ．1 （USGS ） の 地 震

が 発 生 し た。同地 域 に お い て 多 数 の 構 造

物 が 被害 を 受 け、181名 の 死 者 （6月 1口

現 在 ） を含 む多 くの 被 災 者 が発 生 し た。

日本 建 築学 会 災害 委 員会 か ら、複数 の 調

査 団 を派遣 す る こ とに な っ たが 、渡航準

備 中 に 東 北 地 方 太平 洋 沖地 震 が 発 生 し、

実 際 に はRC 造 調査 団の み が 現 地 調査 を

行った 。

　被害 が 大きか っ た 市 中心 部 の 最 大加 速

度 は、水 平03〜O．7G、鉛 直 1．9Gで あ っ た 。

建 物 の なか に は、最 新 の 耐震 基 準 が 定 め

る設 計 用 加 速 度 の 約 2倍 に 相 当 す る加 速

度 を受 け た もの が あ るが 、強振 動 の 継続

時 間 は 約 8秒 と短 か っ た 一

　建物の 謐誰規 準

　NZ の 耐震基準は 、NZS4203 （1976年）・

NZS4203 （1992年 ）・NZSI170 （2004年 ）

と過去3回 に わ た っ て 変更 さ れ た 。 1976

年 以 前 は 弾 性 設計 で あ り、靭 性 能 は 考 慮

さ れ て い な い 。1980年代 に は、終局時の

全 体崩壊 形 を 保 証 す る た め に Capacity

Designの 考 え 方が 導 入 さ れ 、1990年代 に

は、活 断層位 置 や 過去 の 地震 に 関 す る研

究 が 進 み 、現 設 計 で 使 用 さ れ て い る 地震

ゾーニ ン グ マ ッ プ が 完成 した 。

　地 醗の 被書状混

　今 同 の 地 震 で 最 も特徴 的 な 被害 は 液状

化 で あ り、市内外 の 広範囲な 地域 で 大 き

あ るが、尖串部分 が崩凄 した L撮影 ，真LLtEt］

な 被害が 生 じ た。液状化 に よる不 同沈 下

に よ っ て 被 害 を受 け た 建 物 は 多 数 に 上

り、その規 模 は 世界 で も類 をみ な い と考

え られ る。

　 建 物 被害 が 最 も大 きか っ た の は、補 強

を行 っ て い な い 細 積造 （UnreinfOreed

Masonry） で あ る。半壊 ま た は 完全 崩壊

に 到 っ た建物 （図 1） が 多数に ltる 。

　 組 積造 以 外 の RC 造 や 鉄骨造建物 に 関

し て は、被 害 は さ ま ざ ま で あ る 。

NZSII70 （2004年 ） に基 づ い て 設 計 した

建物 は、プ レ キ ャ ス ト階段が 数階に わ

た って 落
一
ド し た 19階建 て F ・ rsyth 　Ba ・ r ビ

ル 、地盤変状の た め に 建物が 多少傾 い た

Avon 川 沿 い の 10階建 て ビ ル を 除 い て 、

ほ ぼ無損 傷 で あ っ た、、し か し、こ れ 以 前

の 没 1，陛 準 に 基 づ い た 建 物 は、さ ま ざ ま

な被害 を受 けた 。建物が 完全 に 倒壊 した

の 　は、1963年 建 設 の Pyne　Gould

Corp 〔｝ration （PGC ） ビ ル と 1986年 建 設

の Canterbury　TV （CTV ） ビル 〔図2） で

あ り、そ れ ぞ れ 18名 とll6名の 死 者 を 出

して い る。今 lu［の 地 震 死 者 の 70％ 以 上 が

こ の 2棟 で 命 を 落 と し た こ と に な る。

1980年 以前 に 設 計 され た建 物 は、今 回 の

地 震 力 の 半 分 程 度 の 力 で 設 計 され て お

り、柱 ・梁 ・柱 梁 接 合部 の せ ん断 破 壊・耐

震 壁 の 曲 げ圧 壊 な ど種 々 の 損 傷 を受 け

た 。 ま た、階段や ス ラ ブ な ど プ レ キ ャ ス

ト部材 の 定 着不良に よ る被害は、多 くの

建物で 確認 さ れ た c

　おわ りに

　ク ラ イ ス トチ ャ
ーチ 地 震 は、被審 を 受

け た 建物 も受 け な か った 建物 も、円本の

耐震 工 学 に とって 今後 の 参考 とな る。調

査で 貴重な情報 を提供 して い ただ い た カ

ン タ ベ リ ー大学 関 係者 や NZ 構 造技 術 者、

各 「qの 情 報提 供 者 に 感謝 し、今 後 も継 続

的 に 連 携 し な が ら地 震 防災 に 真 献 し て い

きた い 。
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